
JP 2009-517150 A 2009.4.30

10

(57)【要約】
　本発明は、本体と、本体の開口部のためのクロージャ
とを有する容器（１，１１，１８，２７）に関する。本
体は、加熱可能な内容物（５，１９）と、熱交換接触す
るマイクロ波加熱可能要素（６，１４，２２，２８）と
を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体と、前記本体の開口部のためのクロージャとを有する容器であって、本体は加熱可
能な内容物を含み、マイクロ波加熱可能要素と熱交換接触して設けられる、容器。
【請求項２】
　加熱可能要素は、外囲容器に収容されたマイクロ波加熱可能材料を含む、請求項１に記
載の容器。
【請求項３】
　外囲容器は水密性を有する、請求項２に記載の容器。
【請求項４】
　外囲容器は透水性を有する、請求項２に記載の容器。
【請求項５】
　外囲容器は半透水性を有する、請求項２に記載の容器。
【請求項６】
　外囲容器は本体に付着される、請求項１～５のいずれか１項に記載の容器。
【請求項７】
　外囲容器は本体に取外し可能に接続される、請求項１～５のいずれか１項に記載の容器
。
【請求項８】
　外囲容器はパッドの形態を有する、請求項７に記載の容器。
【請求項９】
　加熱可能要素は、本体の高さの一部にわたって延在する、請求項１～８のいずれか１項
に記載の容器。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のマイクロ波加熱可能要素。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マイクロ波加熱可能要素と熱交換接触して設けられる容器、およびそのよう
な要素に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子レンジは、電子レンジ内部の容器に配置された食材を加熱するのに用いられる。
　そのため、加熱可能な食品分はマイクロ波加熱に適した容器内に配置される。食材がマ
イクロ波容器に配置されずに、食材の当初の容器において電子レンジで加熱された場合、
加熱が最適ではない。そのため、マイクロ波加熱は実質的に、容器のクロージャを取除い
た後に、容器の本体の開口部を介して生じる。本体を介するマイクロ波加熱は、より低い
程度でしか生じない。したがって、クロージャを除去した後の容器の水分の加熱は、容器
の内容物が一様に加熱されない点で最適ではない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の目的は、容器の内容物のマイクロ波加熱を向上させることである。そのため、
本発明は本体と、本体の開口部のためのクロージャとを有する容器を提供する。本体は加
熱可能な内容物を含み、マイクロ波加熱可能要素と熱交換接触して設けられる。加熱可能
な内容物のさらなる加熱が間接的に生じるため、容器の加熱可能な内容物の加熱が向上す
る。マイクロ波加熱可能要素は容器の本体と熱交換接触しているため、マイクロ波加熱可
能要素が加熱されると、容器の内容物に熱が伝えられる。
【０００４】
　好ましい実施形態では、加熱可能要素は、外囲容器に収容されたマイクロ波加熱可能材
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料を含む。したがって、吸水材料、たとえばおむつに使用される吸収材、およびさくらん
ぼの種（cherry pit）などの湿気と平衡状態にある水分量を含む材料などのさまざまなマ
イクロ波加熱可能材料を使用し得る。
【０００５】
　一実施形態では、水要素の外囲容器は、プラスチックやポリエチレンなどの水密性要素
である。マイクロ波加熱中に十分な熱が生成され、熱交換接触によって容器の内容物に伝
えられるように、水密性の外囲容器に囲まれる水材料は十分な量の水を含む。
【０００６】
　別の好ましい実施形態によれば、水要素の外囲容器は、たとえばおむつの裏地として使
用される微小多孔質プラスチックのように、透水性を有する。従って、電子レンジで加熱
する直前に、水要素を水で湿らせる。水は透水性の外囲容器から吸水マイクロ波加熱可能
材料へと透過する。このマイクロ波加熱可能要素を含む容器を加熱のために電子レンジ内
に配置する。マイクロ波加熱中に生成される水蒸気は、加熱可能要素から電子レンジの内
部へと放出される。
【０００７】
　別の好ましい実施形態によれば、外囲容器は、たとえば積層された外囲容器のように、
半透水性を有する。マイクロ波加熱前に、加熱可能要素を水で湿らせる。水はマイクロ波
加熱可能材料によって吸収される。電子レンジにおける加熱中に水蒸気が発生し得るが、
外囲容器が半透水性材料からなるため、水蒸気は外囲容器から出ることができない。
【０００８】
　本発明に係る容器の別の好ましい実施形態によれば、外囲容器は供給業者によって本体
に付着される。したがって消費者は、マイクロ波加熱可能材料がマイクロ波によって直接
加熱され得るならば、このような容器を直接、または外囲容器に含有される加熱可能要素
を湿らせた後で、電子レンジ内に配置し得る。加熱後および加熱された内容物の使用後、
容器は、付着した外囲容器とともに処分される。
【０００９】
　別の好ましい実施形態によれば、外囲容器は本体に取外し可能に接続される。この状況
においては、容器は、電子レンジ内に配置されて加熱される直前にマイクロ波加熱可能要
素と熱交換接触して接続される。外囲容器を本体に取外し可能に接続することができ、か
つ容器の外形の少なくとも一部を補うパッドの形態を有する場合、消費者による取扱いが
向上する。したがって、消費者は容器をパッドに配置し、容器とマイクロ波加熱可能要素
パッドとの組合せを電子レンジに配置するだけでよい。
【００１０】
　別の好ましい実施形態によれば、加熱可能要素は本体の高さの一部にわたって延在する
。この状況においては、本体の高さの一部のみが電子レンジ内で加熱される。加熱後、台
所用手袋または指で扱うことができるように、本体の高さの露出部分は加熱されない。
【００１１】
　本発明の別の局面は、容器と組み合わせて使用することができる、本発明に係るマイク
ロ波加熱可能要素に関し、容器は、容器の内容物を電子レンジ内で加熱し得るように、マ
イクロ波加熱可能要素と熱交換接触する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明に係る容器およびマイクロ波加熱可能要素の上記および他の特徴は、添付の図面
に図示した以下の実施形態を参照してさらに例示される。これらの実施形態は例示のため
に過ぎず、本発明を限定すると考えられるべきではない。
【００１３】
　図１は、本体２と、本体開口部４のためのクロージャ３とを含む容器１を示す。容器１
は、加熱可能な内容物５を含む。本体２は、本体の高さの一部およびその底面１０にわた
って設けられ、マイクロ波加熱可能要素６は外囲容器７を含み、外囲容器７は、水を含む
吸水材料の形態のマイクロ波加熱可能材料８を含む。外囲容器７は、ポリエチレンなどの
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【００１４】
　本体２の領域９は、マイクロ波加熱可能要素６によって覆われない。
　消費者が容器１の内容物５および電子レンジを加熱する際、クロージャ３を取除き、本
体２と、付着したマイクロ波加熱可能要素６との組合せを電子レンジ内に配置する。加熱
は開口部４を介して生じ、要素６の材料８を加熱した後、マイクロ波加熱可能要素６と本
体２との間の熱交換接触によって内容物５へと熱が伝えられる。したがって、内容物５は
実質的に、開口部４を介してマイクロ波によって直接的に、かつ高さの一部のマイクロ波
水要素６と底面１０とを介して間接的に加熱される。
【００１５】
　図２は、本体１２とクロージャ１３とを含む本発明の別の容器１１を示す。本体１２に
は、その高さの一部にわたって、透水性の外囲容器１５を有するマイクロ波加熱可能要素
１４が設けられる（開口部１６を介する透水性を参考のために拡大して示す）。マイクロ
波加熱可能要素１４は、吸水材料１７を含む。加熱前に、消費者によってマイクロ波加熱
可能要素１４が開口部１６を介して水で湿らされる。その後、クロージャ１３が取除かれ
、本体１２とマイクロ波加熱可能要素１４との組合せが電子レンジ内に配置される。当該
動作は、図１の容器１に関して説明したのとさらに同様である。
【００１６】
　図３は、加熱可能な内容物１９が設けられた、本発明に係る容器１８を示す。容器１８
の本体２０は箔２１によって閉じられる。
【００１７】
　マイクロ波加熱可能要素２２はパッドの形態を有する。これは、要素２２は吸水材料２
３を含むが、外囲容器２４は可撓性であり、かつ予備成形され、槽のパッド２５の形態を
有することを意味する。容器１８の内容物１９の加熱前に、消費者は、実質的に側壁およ
び底面と熱交換接触するパッド２５内に容器１８を配置する。外囲容器２４の可撓性およ
びその吸水材料２３のために、外囲容器２４は水密性または透水性を有し得る。透水性を
有する場合、矢印２６から水が入る。容器１８とパッド２５との組合せが電子レンジ内に
配置され、加熱される。箔２１の材料によって、箔をマイクロ波加熱前に除去してもよい
し、後で取除いてもよい。
【００１８】
　図４は、図３の容器１８と同様の、本発明に係る別の容器２７を示す。図４の実施形態
では、マイクロ波加熱可能要素２８は環状スリーブの形態を有し、容器２７の側壁２９に
周方向に固定される。電子レンジでの加熱は、図３に示した容器１８に関して説明したの
と同様の状態で生じる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】付着したマイクロ波加熱可能要素が設けられた、本発明に係る容器の断面図であ
る。
【図２】透水性の外囲容器を有するマイクロ波加熱可能要素を含む、別の容器の部分的に
剥離した側面図である。
【図３】パッドの形態の取外し可能な要素が設けられた、本発明に係る別の容器の断面図
である。
【図４】図３に示した実施形態の代替例の断面図である。
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【国際調査報告】
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